
      
 寒中お見舞い申し上げます。  

３年生は私立高校の入試が目前に迫ってきました。焦ったり、自信がなくなったりし

ている人もいるかもしれません。もちろん、逆の精神状態の人もいるでしょう。どちら

の人もこれまでやるべき事はやってきているはず。本番では積み重ねた力を１００％出

すだけ。最終的には周りは関係なく、自分自身との勝負です。体調を整えて本番に臨ん

でください。  

さて、１月１７日は兵庫県南西地震が起こって３０年の節目の

日でした。１４日の全校集会で、生徒会役員が全校に向けて震災

に関するメッセージを作成・発表しました。一部を紹介します。 
 
 

能登半島地震から１年～思いを寄せて、今私たちにできること～   
 

今からちょうど１年前、皆さんは何があったか覚えていますか？日本にとって決して

忘れてはならないある一つのことが起こりました。2024 年 1 月 1 日午後４時１０分、

石川県能登半島で最大震度 7 の揺れを観測する大きな地震が発生しました。私たちが

住む大阪府南部でも震度３の揺れを感じ、テレビを付けると「今すぐ可能な限り高い所

へ逃げること！！」というアナウンサーのいつもとは明らかに違う強い口調が画面から

流れ、最大級の呼びかけである大津波警報が発表されていました。その瞬間、日本でと

んでもないことが起きたんだということを認識し、言葉にできないなんともいえないよ

うな感情に浸ったことを今でも鮮明に覚えています。この地震で５００人以上の方が亡

くなり、1336 人の方が重軽傷を負いました。また、被害が大きかった石川県輪島市で

は 200 棟以上が焼失する大規模な火災が発生し、被災地に大きな打撃を与えました。 
 

＜中略＞  
 

今、私たちは当たり前のように学校へ行ったり、友

達と遊んだり、家族と過ごしたり、好きな時に好きな

ものを食べたり…。それらが全て奪われてしまった人

たちのことを考えると、胸が締め付けられる思いでい

っぱいであると同時に、「当たり前」はいつも「当たり

前」にあるわけではないということを痛感しました。  

＜中略＞  
 

 そんな沢山の人や建物に多くの被害を与えた地震

ですが、私達がまだ生まれる前にも大きな地震が何度

かありました。その中でもちょうど今から 30 年前の

1995 年 1 月 17 日「阪神・淡路大震災」が起こりま

した。この地震では、国内史上初震度 7、マグニチュ

ード 7.3 を観測し、死者・行方不明者は 6400 人以上

にのぼり、63 万棟以上が全壊・半壊しました。亡くなった人の内、9 割が住宅倒壊に

巻き込まれています。更にそのうちの 98％が旧耐震基準で建てられており今の家ほど、

地震に強くありませんでした。このように特に多くの犠牲者を出した『阪神・淡路大震

災』ですが、同時に、準備不足だったのは何か、役に立ったものは何かなどの多くの教

訓も残しました。震災後には、様々な取り組みが行わ

れました。  
 

＜中略＞  
 

全国各地から、被災地の復旧・復興を手伝いに来る、

ボランティアの広がりもこの震災がきっかけです。こ

の震災が、ボランティア活動というものを広めたので

発災した 1995 年は「ボランティア元年」と言われて

います。これまでに起きた過去の地震を教訓に、今を

生きている私達に今後、深く関わってくる巨大地震が

あると言われています。それは、『南海トラフ巨大地震』

です。この地震はニュースなどでもよく取り上げられ

ますが、発生する確率が年々上がってきています。様々

なケースが考えられますが、最悪の場合、最大震度７

程度の大きな揺れが２回に分けて、とても短い頻度で

日本列島を襲う「半割れ」というケースや、最短二分

で和歌山県や高知県に巨大な津波が押し寄せて来るケ

ースなども考えられています。私たちが住む大阪府の

広い地域でも、震度６弱の強い揺れが観測されると予

想されています。  
  

＜中略＞  
 

さて、これまでのことを受け、今生きている私たちにできること、やらなければいけ

ないことは他にないでしょうか？  

それは、もっと生きたいと思っていたのに、それが叶わず地震や津波で亡くなった

方々をかわいそうと思ったり、そしてお祈りをしたりすることだけではありません。今

ある命、元気に生きていられる命を大切にすることだと私たちは思います。  

「大切にする命」というのは自分の命だけではありません。すぐそばにいる友だち、

他人の命も同じです。例えば、何気なく普段使っている言葉も、時には人の命さえ奪っ

てしまうことだってあります。  

友達に対するいじわるな言葉、言葉によるいじめ、その言葉さえ使わない「無視」と

いう行動、これらはみな、人が生きようとする元気をなくさせる、恐ろしいものです。

そうではなく、一人ひとりが意識をして、相手の心が温かくなるような言葉や行動を増

やしていきたいです。  

それが、もっと生きたくても生きられなかった震災で亡くなった方々に対して、今、

生きている私たちにできることだと思います。  

今日の全校集会を機に、私たちは震災で亡くなった方たちの気持ちを想像してみて、

自分や周りの人たちの命を大切にするということはどういうことか、よく考えてみるこ

とができました。  

「『当たり前』はいつも『当たり前』にあるわけではない」「自分の命も他人の命も大

切にするために、温かい言葉や行動を増やす」。大切で、重い言葉です。しんどいこと

や辛いこともありますが、今こうして私たちが生活していることは、とてもありがたい

ことです。  

改めて、いのちの尊さや、生きる事・生かされている事の意味を考えてみる機会にし

ましょう。  
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令和６年度 学校教育自己診断集計結果(保護者アンケート）

 学校は、評価や成績の出し方につ
いて、丁寧に説明している。

 地震や台風などの場合の対応につい

て、子どもや保護者に行動マニュアルが

知らされている。

 学校の施設・設備面での環境
整備は十分整っている。

 学校が行う授業参観や懇談会
の回数は適切である。

 英語と数学での少人数指導や複
数教員による授業は、生徒の学習
にとって効果的である。

 生徒会活動は活発である。

 青少年健全育成会や地域の活動
にはできるだけ参加している。

 学校の教育活動について関心を
持っている。

 子どもの学校生活や家庭外での生
活について注意して見守っている。

 学校は、教育方針について学校だ
よりなどを通じて、わかりやすく伝え
ている。

 学校は、生徒が自分の考えや意
見を英語で伝えられるように指導し
ている。

 授業参観や学級懇談会、ＰＴＡ活
動等にはできるだけ参加している。

 学校は、担任、スクールカウンセラー、生徒

支援員などによる相談体制充実といじめ対応

と不登校支援を積極的に行っている。

 学校は、部活動を通して礼儀を重
んじ、人を思いやる心が持てるよう
積極的に指導している。

 学校は、学校運営協議会を運営し、学校、保

護者、地域で子どもを育てるよう積極的に教

育活動を行っている。

 学校は、小中一貫教育を積極的に
推し進めている。

 先生は子どもを理解しながら間
違った行動は適切に指導してくれ
る。

 先生はすべての教育活動におい
て、子どもの人権を尊重する姿勢で
指導にあたっている。

 学校では、ＰＴＡ活動が活発で
ある。

 職業体験（２年生）は、生徒にとっ
て有意義な教育活動である。

 学校は、保護者・地域の願いに応
えている。

 学校は食育について積極的に取り
組んでいる。

 学校は子どものことについて気軽
に相談でき、適切に応じてくれる。

 学校は、家庭との連絡・連携を、丁
寧にとっている。

 英語と数学での少人数指導は、生
徒の学習ペースに合っている。

 英語と数学での少人数指導や複
数教員による授業により、生徒の学
習意欲が向上している。

 英語数学での少人数指導や複数教員による

授業は、丁寧に指導でき、生徒はわかりやす

いと言っている。

 西中学校は、いい学校であ
る。

 進路に関して、家庭への連絡や適
切な情報提供を行っている。

 学校便りや学年通信・学級通信な
ど学校からの通信はできるだけ見
ている。
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令和 7年 2 月行事予定表
日 曜日 時間 行                事 部活動 清掃 備 考 １年 ２年 ３年

キッズアート展 和歌山私学入試

キッズアート展

空気検査（５限）、３年薬物防止教室（６限）

45×6 専門委員会　　小学校交流会（３限） X PTA運営委員会（１９時～）
３年評定確認 　ＰＴＡ運営委員会

45×5 音楽科出願 奈良私学入試 X
３年評定〆切（12：00）検討（14：00） 職員会議

音楽科出願 スクールカウンセラー来校日

３年生大阪私学入試 x

祝日 祝日　建国記念の日 大阪私学入試

１年認知症サポーター（６限）  Ｊアラート 11：00

50×5 ＋30 全校集会 X
学年会議

公立特別出願(本校） スクールカウンセラー来校日
支援教育推進委員会

音楽科入試実技

公立特別出願

第３回進路対策委員会
 ３年５限まで

テスト１週間前 X
南人教実践交流会（終礼なし）

50x5 特別選抜 X 西中ゼミ(1，2年)
指導部会

特別選抜 X スクールカウンセラー来校日

X

祝日 祝日　天皇誕生日 X

祝日 振替休日 X

X 西中ゼミ(1，2年)

50x3 １，２年学年末テスト ３年進路懇談（午後） X X 15：15終了 15：30下校　３年水3.4.5 X X X
学校保健会（14：00）

50x3 １，２年学年末テスト ３年進路懇談（午後） X X 3年木1,2,3 X X X

50x3 １，２年学年末テスト ３年進路懇談（午後） スクールカウンセラー来校日 X X X
3年金1,2,3　いじめ不登校対策委員会

給食

1 土

2 日

3 月

6 木

4 火

5 水

7 金

8 土

11 火

12 水

9 日

10 月

15 土

16 日

13 木

14 金

19 水

20 木

17 月

18 火

23 日

24 月

21 金

22 土

27 木

28 金

25 火

26 水


